






◆ T-caneのように、上肢の動きを伴いやすい状況で上
肢スリングを用いると歩行のエネルギー効率を改善
することができる。

◆一方、四点杖を使用するような、バランスを保つよ
うな戦略を用いている場合は、歩行のエネルギー効
率という観点からは、上肢装具の使用効果は乏しい。


